
（ 掘ご たつ及びいろ り ）  

第 1 0 条 掘ご たつの火床又はいろ り の内面は、 不燃材料で造り 、 又は被覆し なければなら ない。 

２  掘ご たつ及びいろ り の管理の基準については、第３ 条第２ 項第１ 号及び第４ 号の規定を 準用す

る 。  

 

【 解説】  

 本条は、 掘ご たつ及びいろ り について規制し たも のである 。  

「 堀ご たつ」 には、「 切り ご たつ」 と 称する も のを 含むが、「 置ご たつ」 は、 移動的なも のである か

ら 、 器具と し て、 第 2 0 条第１ 項第２ 号に規定さ れている こ と に注意を 要する 。  

 

１  第１ 項の「 火床」 は、 通常灰及び炭火を 入れる ための部分を いう 。 本項の「 不燃材料」 は、 金属

を 含むが、不燃材料の材質に応じ 、熱伝導等によ り 周囲の可燃物へ着火する おそれのないよ う 適当

な厚み及び構造と する よ う 配慮する こ と が必要である 。  

 

２  第２ 項は、管理について第３ 条第２ 項第１ 号及び第４ 号の規定が準用さ れる こ と を 規定し ている 。

第４ 号の準用については、炭用の堀ご たつにガス 又は電気こ んろ を 用いる こ と は禁止さ れる が、こ

たつ用電熱器を 用いる こ と は差し 支えない。  


